
(1) 人・街・ながた震災資料室だより

｛：竺丘靡．ふた，49-
£•4 

l ri"’lg,:／ 、1)

¥ I I / 、区

前
り
返
し
占
符

復
練
5
年、

2000. 1. 17 人・街・ながた震災資料室だより (4 ) 

、マつ
4
 

第38号

月
刊

瓦
版

喜
久
子
様

（
東
宇
和
郡
）

（
読
売
新
聞
神
戸
総
局
）

（
神
戸
新
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）

「
な
ま
ず
」

震
災

•
ま
ち
の
ア
ー
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ブ

「
ま
ち
・
コ
ミ
」

十

一
・十
二
月
号

阪
神
淡
路
大
震
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ま
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支
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グ
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ー
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ま
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近
畿
部
会
事
務
局
（
京
都
府

5

よ
り
「
ア
ー
カ
イ
プ
セ
ミ
ナ

〉
い
た
だ
き
ま
し
た
。

『
阪
神
・

5
年
、
災
害
と
記
録
資
料
を

～
マ
に
災
害
レ

：
も
の
で
す
。

9
¥
 優

し
き
街

都
市
防
災
研
究
室

「地
震
に
よ
っ
て
私
個
人
が
集
積
し
た
も
の

を
、
記
憶
を
、

言
葉
に
刻
み
つ
け
て
残
し
た
い
。

そ
の
う
ち
で
も
、
よ
り
個
人
的
な
体
験
を
書
い

お
く
の
が
、
神
戸
大
震
災
を
経
験
し
た
自
分
の

責
務
と
意
気
込
ん
だ
が
、
ー
略
＇
ー
記
憶
と
は

個
人
の
経
験
の
た
ま
も
の
で
あ
る
か
ら
、
私
の

死
と
と
も
に
無
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
を
考
え

ど
う
し
て
も
本
に
し
て
お
き
た
か
っ
た
。

二

0
0
0年
一
月

一
七
日
に
よ
せ
て
」

本
文
エ
ピ
ロ
ー
グ
よ
り

人
・
街
・
な
が
た
／
発
行

震
災
資
料
室
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発
行
人
／
寿

広

文

組
集
人
／
武
川
・
福
谷

神
戸
市
は

一
七
日
午
前
五
時
四
六
分
に
「
震
度

七
」
の
地
震
が
発
生
し
た
想
定
で
防
災
伝
達
訓

練
を
行
っ
た
。
気
温
は
六
度
と
温
か
い
朝
だ
。

今
日
は
、
六
四
三
二
人
が
犠
牲
に
な
っ
た
阪

神
・
淡
路
大
震
災
か
ら
丸
五
年
で
あ
る
。

新
長
田
駅
南
側
の
ピ
フ
レ
広
場
で
は
「

一
・

一
七

K
O
B
E
に
“
灯
り
＂
を

i
n
な
が
た
」

の
催
し
が
行
わ
れ
て
い
る
。
実
行
委
員
長
の
全

美
玉
（
チ
ェ
・
ミ
キ
ク
）
さ
ん
は
夜
中
の
十
二

時
ま
で
ロ
ー
ソ
ク
の
灯
を
絶
や
さ
な
い
よ
う
に

呼
び
掛
け
て
い
る
。
竹
筒
に
ロ
ー
ソ
ク
を
入
れ

る
準
備
は
鷹
取
中
学
校
ら
地
元
の
中
学
生
が
参

加
し
た
。

本
部
テ
ン
ト
に
は
「
カ
イ
ロ
配
布
中
」
の
張

り
紙
が
あ
り
、
事
務
局
の
長
谷
部
さ
ん
は
飛
び

回
っ
て
い
る
。
隣
の
テ
ン
ト
に
は
く
ら
ら
ベ
ー

カ
リ
ー
の
石
倉
さ
ん
が
ぜ
ん
ざ
い
と
豚
汁
の
炊

き
出
し
を
し
て
い
る
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
長
楽
小
学
校
に
来
ら
れ
て
い

た
東
京
都
新
宿
区
職
労
・
桑
島
宗
利
さ
ん
か
ら
カ

ン
パ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

「
資
料
室
御
中

テ
レ
ビ
の
ニ
ュ
ー
ス
で
拝
見
し
て
も
、
神
戸
の

復
興
と
厳
し
さ
が
改
め
て
わ
か
る
気
が
し
ま
す

二
0
0
0
年
も
大
変
で
し
ょ
う
が
情
報
を
お
願

い
し
ま
す
。

末
筆
な
が
ら
皆
さ
ん
の
ご
健
勝
を
祈
り
ま

す
。
」

霞
災
復
興
一
元
気
の
出
る
ミ
カ
ン

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

「夢
創
造
の
会
」
（
近
畿

通
商
産
業
局
自
主
研
究
会
）
よ
り
箱
入
り
ミ
カ
ン

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

（
じ
）
1

復
巽

5
年
、
折
り
返
し
点
に
仲
つ

2

ア
ス
タ
ギ
ャ
ラ
リ
ー

O3}
来
場
者
ア
ン
ケ
ー
ト
よ
り

①
4

手

紙

等

紹

介

他

昨
年
十

一
月
に
ア
ス
タ
く
に
づ
か

1
.
2
番

館
が
オ
ー
プ
ン
し
、
十
二
月
に
は
三
万
二
千
三

百
四
十
六
戸
建
設
さ
れ
た
応
急
仮
設
住
宅
も
全

て
閉
鎖
さ
れ
た
。
そ
し
て
震
災
時
、
壊
滅
し
た

中
で
救
命
活
動
を
し
た
西
市
民
病
院
は
春
に
グ

ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
を
す
る
。
し
か
し

一
方
、
十

三
万
四
百
四
十
六
人
い
た
人
口
は
未
だ
十
万
七

千
三
百
八
十
人
で
あ
り
｀
長
田
の
復
興
は
「
道

半
ば
」
で
あ
る
。

長
田
に
住
む
人
、
あ
る
い
は
長
田
で
働
く

人
々
は
こ
の
五
年
問
、
初
め
て
経
験
す
る
課
題

と
真
剣
に
向
き
合
っ
て
き
た
。
現
地
か
ら
の
検

証
も
必
要
だ
。

震
災
時
、
二
万
人
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
派
遣

し
た
自
治
労
は
四
月
に
長
田
で
の
防
災
自
治
研

究
集
会
を
予
定
し
て
い
る
。
丸
五
年
は
折
り
返

し
点
だ
。

（
神
奈
川
県
）

菅
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保

様
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様
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波
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コ
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シ
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支
援
グ
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(3) 人・街。ながた震災資料室だより 人・街・ながた震災資料室だより (2) 

▽
今
も
ど
こ
か
で
気
に
し
て
言
葉
を
選
ん
で
喋
り

◆
こ
こ
ろ
（
人
と
人
が
支
え
あ
う
気
持
ち
）

の
復
興
つ
い
て
：
・

◆
長
田
の
街
の
復
興
に
つ
い
て
感
想

J

R
新
長
田
駅
南
地
区
震
災
復
興
市
街
地
再
開

発
事
業
に
よ
る
腕
塚
町
5
.
6
丁
目
再
開
発
ビ
ル

「
ア
ス
タ
く
に
づ
か

1
番
館
・

2
番
館
」
が
震
災

後
長
い
年
月
を
経
て
平
成
1

1
年
1

1
月
2

2
日

に
完
成
し
ま
し
た
。

ま
た
、
同
時
に
大
橋
地
下
道
と
し
て
利
用
し
て
い

た
地
下
広
場
を
整
備
し
「
ア
ス
タ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」

を
開
設
し
、
西
神
戸
地
区
の
ま
ち
づ
く
り
情
報
等

が
展
示
さ
れ
て
い
．
ま
す
。
そ
の
一
角
の
シ
ョ
ウ
ケ

ー
ス
・
パ
ネ
ル
に
「
人
・
街
・
な
が
た
震
災
資
料

室
」
の
資
料
、
「
写
真
で
見
る
昔
の
長
田
j

真
等
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

展
示
場
所
に
ア
ン
ケ
ー
ト
形
式
の
「
ご
来
場
者

カ
ー
ド
」
を
置
き
、
見
学
さ
れ
た
方
々
か
ら
記
入

そ
の
内
容
の
一
部
に
つ

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

い
て
紹
介
し
ま
す
。

（男．
5
4
オ）

（男．
4
7
オ）

▽
ま
だ
ま
だ
仮
復
興
の
段
階
で
以
前
の
よ
う
な
長

田
の
街
、
人
は
戻
っ
て
い
な
い
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

以
前
の
闊
達
自
由
な
長
田
人
の
勢
い
で
神
戸
復
興

の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
頑
張
っ
て
下
さ
い
。
（
男
．
5
3
オ）

▽
急
速
に
復
興
し
て
い
る
と
思
う
（
匿
名
）

▽
元
の
街
に
戻
る
の
に
は
ま
だ
ま
だ
時
間
と
景
気

の
回
復
が
必
要
で
す
（
女
•
5
5

オ
）

▽
少
し
ず
つ
で
は
あ
り
ま
す
が
復
興
し
て
い
る
と

思
い
ま
す
（
女
・
1
7
オ）

▽
大
分
落
ち
着
い
て
き
た
と
思
う
（
女
・
1
6
オ）

▽
1
0
年
昔
の
長
田
の
方
が
い
い
（
男
・
2
8
オ）

▽
以
前
住
ん
で
い
た
の
で
久
し
ぷ
り
に
来
て
よ
か
っ

た
（
女
．
5
9
オ）

▽
日
々
街
ら
し
く
復
興
し
て
い
る
と
思
い
ま
す

▽
昔
よ
り
ず
っ
と
便
利
で
文
化
的
に
な
っ
た

の
写

つ
つ
令
f
．や

l
P
I
l
.

人
・
街
・
な
が
た

震
災
資
料
室
展
」

采
塚
巷
？
‘
-
ケ
ー
ト
…
か
ら

-, 

ア又夕くにづ`力、
泣図， 

▼廊落彦 (f)氏

-I 
ゴ
）二

▽
ぎ
す
ぎ
す
し
て
い
る
人
も
い
る
。
よ
い
人
は
引

越
さ
れ
た
（
匿
名
）

い
（
男•
5
3

オ
）

▼
期
間
：
1
1
月
2
2
日
か
ら
1
月
7
日

▼
回
収
総
数
：
3
9
枚

▼
回
答
者
内
訳
（
記
入
し
て
い
る
方
の
み
）

▽
あ
の
時
を
忘
れ
な
い
で
永
久
に
保
存
し
て
下
さ

い
。
（
男
．
4
7
オ）

▽
実
際
震
災
を
体
験
し
た
の
で
目
を
開
け
て
見
る

の
も
つ
ら
い
で
す
。
（
女•
6
9

オ
）

▽
忘
れ
た
い
、
忘
れ
ら
れ
な
い
日
々
を
思
い
出
し

て
涙
が
こ
み
あ
げ
て
き
ま
し
た
。
（
女•
5
2
オ
）

▽
震
災
の
時
を
思
い
出
し
自
分
で
も
知
ら
な
い
こ

と
が
わ
か
っ
て
よ
か
っ
た
。
（
女
・
1
7
オ）

▽
長
田
区
の
今
昔
を
一
度
に
知
る
こ
と
が
で
き
た
。

（男．
5
3
オ）

▽
日
々
他
人
さ
ま
の
温
か
い
心
に
甘
え
て
当
た
り

前
の
よ
う
に
貼
り
紙
を
見
て
生
活
し
て
い
た
が
、
今

目
に
す
る
と
ジ
ー
ン
と
き
ま
す
。
（
女
•
5
5

オ
）

（
女
•
5
5

オ
）

▽
支
え
合
い
が
い
っ
ぱ
い
あ
る
（
女
・
1
6
オ）

▽
少
し
ず
つ
で
は
あ
り
ま
す
が
復
興
し
て
い
る
と

思
い
ま
す
（
女
・
1
7
オ）

▽
人
と
は
お
互
い
支
え
あ
う
も
の
よ
く
ぞ
こ
こ
ま

で
復
興
し
た
（
男
．
4
7
オ）

▽
出
来
て
い
る
所
も
あ
り
ま
す
が
、
出
来
て
い
な

い
所
も
自
ら
進
ん
で
人
を
支
え
て
い
け
た
ら
い
い
と

思
い
ま
す
（
男
・
4
7
オ）

▽
長
田
ら
し
く
て
い
い
感
じ
で
す
（
男
・
2
8
オ）

▽
ず
っ
と
で
き
な
い
と
思
う
（
匿
名
）

▽
力
を
あ
わ
せ
て
が
ん
ば
っ
て
（
女
．
6
3
オ）

▽
ア
ス
タ
の
意
味
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
が
、
お

し
ゃ
れ
で
素
敵
な
ネ
ー
ミ
ン
グ
だ
と
思
い
ま
す
。

そ
の
心
を
も
っ
と
神
戸
市
民
に
ア
ピ
ー
ル
し
て
欲
し

ま
す
。
ま
だ
心
か
ら
笑
え
な
い
よ
う
に
思
い
ま
す
。

▽
よ
く
残
し
て
く
れ
た
。
（
匿
名
）

▽
2
度
と
イ
ヤ
で
す
。
（
男
．
4
7
オ）

◆
展
示
を
見
た
感
想
等
に
つ
い
て

来場者・アンケート結果

年令 男 女 tt

20オ未満 1 5 6 

20-39オ 2 1 3 

40~59オ 5 4 ， 
60オ以上 2 2 4 

計 10 12 22 

▼回塔危の 1主所

現住所 被災時の 住所

長田区 6 長田区
， 

神戸市内 5 神戸市内 4 

神戸市外 4 神戸市外 2 

計 15 言t 15 

▽
復
興
は
目
覚
ま
し
い
が
、
そ
の
影
に
犠
牲
者
が

あ
る
こ
と
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
し
た
い
（
女
・
6
9
オ）

▽
だ
ん
だ
ん
き
れ
く
な
っ
て
き
て
い
て
う
れ
し
い

よ
（
女
・
1
7
オ）

▽
悲
し
い
気
持
ち
で
す
。
あ
ん
な
に
賑
わ
っ
て
い
た

と
こ
ろ
が
今
で
は
静
か
に
思
う
（
女
・
2
4
オ）

▽
昔
よ
り
ず
っ
と
便
利
で
文
化
的
に
な
っ
た

（男．
4
7
オ）

▽
西
市
民
病
院
の
写
真
（
女•
5
5オ
）

▽
救
援
活
動
の
様
子
（
女
・
1
7
オ）

▽
救
助
し
て
い
る
写
真
（
女
．
6
9
オ）

▽
神
戸
の
壁
（
男
・
2
6
オ）

▽
復
興
し
て
い
く
長
田
の
写
真
（
男
．
6
0
オ）

▽
震
災
復
興
の
具
体
的
な
例
が
展
示
さ
れ
て
い
た

点
（
男
．
5
3
オ）

▽
源
平
勇
者
・
源
平
道
（
匿
名
）

▽
大
正
筋
の
移
り
変
わ
り
（
女•5
9オ
）

▽
変
わ
り
ゆ
く
街
の
風
景
（
女
•
5
2オ
）

▽
地
図
・
地
下
鉄
（
女
・
1
6
オ）

▽
イ
カ
焼
き
等
の
ポ
ス
タ
ー
（
匿
名
）

ア
ス
タ
ギ
ャ
ラ
リ
ー

『
阪
神
大
震
災
5
周
年
・
「
鎮
魂
」
西
神
戸
地
区

の
震
災
の
表
情
』
写
真
展
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

カ
メ
ラ
マ
ン
川
井
聡
氏
の
提
供
写
真
6
8
5
4
枚

の
う
ち
1
0
3
4
枚
が
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

展
示
期
間
：

1
月
8
日
＼
l
月
3

0
日
ま
で

各
コ
ー
ナ
ー
に
は
、
テ
ー
マ
毎
の
表
情
と
い
う
形

式
で
写
真
が
整
理
さ
れ
ま
と
め
て
展
示
さ
れ
て
い

ま
す
。
。

「
1
．
震
災
直
後
、

2
．
家
屋
破
壊
、
道
路

3
．
家
屋
傾
斜
、
壁
、
焼
跡
、
自
衛
隊
4
．
街
角
、

看
板
、
屋
根

5
．
ビ
ル
倒
壊
、
笑
顔
、
子
供

6
．
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
ペ
ッ
ト
等
」
の
表
情
・

そ
の
他
遠
景
、
商
店
街
、
仮
設
屋
台
、
鉄
筋
、
線

路
、
片
付
け
、
救
援
物
資
、
車
、
解
体
、
集
団
、

復
旧
、
見
物
者
、
仮
設
店
舗
、
港
湾
」
等
に
分
類

さ
れ
て
い
る
の
で
、
写
真
で
そ
の
表
情
が
浮
き
彫

り
に
さ
れ
見
や
す
く
な
っ
て
い
ま
す
。

◆
展
示
の
中
で
関
心
を
持
っ
た
テ
ー
マ
は
何

で
す
か
？
・

▽
ま
だ
ま
だ
更
地
が
多
い
。
人
が
戻
っ
て
い
な
い


